
「
是
正
請
求
手
続
条
例
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
12
年
が
経
過
し
、

現
状
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
た
点
は
何
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、

「
条
例
制
定
時
に
、
請
求
で
き
る
行
為
や
不
作
為
の
範
囲
を
特

定
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
範
囲
が
あ
ま
り
に
も
広
く
な
り
過

ぎ
、
適
切
な
運
用
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
こ
の
改
正
で
、
是
正
請
求
制
度
の
運
用
が
恣
意
的

に
な
り
は
し
な
い
か
、
制
度
が
何
の
た
め
に
あ
っ
て
、
行
政
と

し
て
ど
う
利
用
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
改
め
て

認
識
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、

「
条
例
を
制
定
し
た
目
的
は
、
行
政
処
分
と
そ
れ
以
外
と
の
区

別
を
な
く
す
こ
と
で
あ
り
、
市
民
か
ら
制
度
の
不
備
を
指
摘
し

て
い
た
だ
き
、
多
治
見
市
が
つ
く
っ
て
い
る
ル
ー
ル
や
例
規
・

要
綱
を
よ
り
良
い
制
度
に
し
て
、
市
政
全
体
を
よ
り
良
い
も
の

と
し
て
い
く
た
め
の
一
助
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
運
用
の
中

で
恣
意
的
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
か
と
の
懸
念
に
関
し
て
は
、

具
体
的
な
利
害
が
あ
る
も
の
は
、
審
査
庁
で
却
下
は
せ
ず
、
当

面
は
、
是
正
請
求
審
査
会
の
判
断
に
任
せ
る
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
、
具
体
的
な
利
害
が
な
い
も
の
は
適
用
除
外
と
し
、
審
査

庁
で
却
下
す
る
こ
と
も
あ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
の
見
直
し
の
基
本
的
な
方
向
性
に

●
議
第
1
号　
多
治
見
市
是
正
請
求
手
続
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
に
つ
い
て

●
議
第
20
号　
令
和
４
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
予
算

（
所
管
部
分
）

平
和
太
平
線
整
備
基
金
積
立
金
に
つ
い
て
、「
事
業
の
実
現

は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
事
業
の
実
現

時
期
は
明
言
で
き
な
い
。
現
在
は
、
岐
阜
県
と
連
携
し
、
ど
の

よ
う
な
ル
ー
ト
に
し
た
ら
い
い
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、
協
議
を

行
っ
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

都
市
計
画
審
議
会
関
係
費
に
つ
い
て
、「
令
和
９
年
度
の
完

成
を
目
指
す 

都
市
計
画
道
路
音
羽
・
小
田
線
に
つ
い
て
、
完

成
ま
で
の
お
お
ま
か
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
か
」
と
の

質
疑
に
対
し
、「
令
和
４
年
度
に
都
市
計
画
決
定
の
変
更
決
定

を
行
う
の
に
あ
わ
せ
、
道
路
河
川
課
で
道
路
の
詳
細
設
計
を
実

施
す
る
。
令
和
５
年
度
の
事
業
認
可
を
目
指
し
、
そ
の
後
は
用

地
交
渉
を
進
め
、
あ
わ
せ
て
工
事
に
入
る
流
れ
で
あ
る
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

駅
南
市
街
地
再
整
備
事
業
費
に
つ
い
て
、「
オ
ー
プ
ン
イ
ベ

ン
ト
の
費
用
３
０
０
万
円
の
内
容
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
実

施
と
の
こ
と
だ
が
、
あ
え
て
こ
れ
だ
け
の
お
金
を
使
う
の
は
な

ぜ
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
多
治
見
駅
南
地
区
市
街
地
再
開

発
組
合
と
市
が
共
同
で
実
施
す
る
、
令
和
４
年
11
月
１
日
の
竣

工
式
と
令
和
５
年
３
月
上
旬
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト

の
経
費
と
し
て
、
多
治
見
駅
南
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合
に
対

し
、
市
の
負
担
金
と
い
う
形
で
３
０
０
万
円
ず
つ
負
担
す
る
。

●
議
第
11
号　
令
和
３
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
10
号
）（
所
管
部
分
）

●
議
第
20
号　
令
和
４
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
予
算

（
所
管
部
分
）

未
就
学
児
の
被
保
険
者
均
等
割
額
10
分
の
５
減
額
と
高
所
得

者
の
負
担
限
度
額
の
上
限
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、「
上
限
の
引
き
上
げ
分
が
、
減
額
分
に
す
べ
て
回
る
わ
け

で
は
な
く
、
不
足
分
は
一
般
財
源
か
ら
繰
り
入
れ
る
」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

新
規
事
業
で
あ
る
就
労
準
備
支
援
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

「
こ
の
事
業
は
、研
修
を
受
け
た
社
会
福
祉
士
が
、外
に
向
か
っ

て
動
き
出
す
こ
と
が
困
難
な
方
の
就
労
に
向
け
た
準
備
を
支
援

す
る
事
業
で
あ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

感
謝
と
挑
戦
の
Ｔ
Ｙ
Ｋ
体
育
館
に
設
置
さ
れ
る
太
陽
光
パ
ネ

ル
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
こ
の
体
育
館
は
指
定
避
難
所
で

あ
り
、
災
害
時
に
対
応
す
る
た
め
太
陽
光
発
電
装
置
の
設
置
を

進
め
る
も
の
で
、
設
置
に
あ
た
り
環
境
省
の
外
郭
団
体
を
通
じ

た
補
助
金
を
受
け
る
予
定
で
あ
る
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

予
防
接
種
費
の
約
1
億
円
増
額
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
多

く
は
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
勧
奨
が
再
開
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

総
合
相
談
事
業
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

●
議
第
６
号　
多
治
見
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
に
つ
い
て

●
議
第
20
号　
令
和
４
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
予
算

（
所
管
部
分
）

●
議
第
26
号　
令
和
４
年
度
多
治
見
市
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
予
算

常
任
委
員
会
審
査
概
要
議
会
の
情
報
を
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
た
め
、

３
つ
の
常
任
委
員
会
で
の
審
査
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
　
城
處
　
裕
二

経
済
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
林
　
　
美
行

厚
生
環
境
教
育
常
任
委
員
会

委
員
長
　
片
山
　
竜
美
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つ
い
て
、「
現
在
の
計
画
は
、
統
廃
合
の
予
定
年
次
等
で
無
理

な
設
定
が
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、
見
直
し
を
進
め

て
い
く
中
で
、
よ
り
精
緻
化
し
た
い
。
そ
の
他
、
全
市
的
な
視

点
の
中
で
考
え
て
い
く
べ
き
施
設
と
、
校
区
ご
と
で
考
え
て
い

く
べ
き
施
設
に
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

地
域
力
向
上
推
進
事
業
費
に
つ
い
て
、「
地
域
の
活
動
が
で

き
る
校
区
と
、
地
域
の
活
動
が
や
り
た
く
て
も
で
き
な
い
校
区

と
の
間
に
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
は
」と
の
質
疑
に
対
し
、

「
地
域
力
は
、
ゆ
く
ゆ
く
は
す
べ
て
の
小
学
校
区
に
広
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
一
区
一
校
区
は
、
地
域
の
活
動
が
や

り
や
す
い
と
思
う
が
、
運
営
が
難
し
い
で
あ
ろ
う
複
数
の
区
が

集
ま
っ
て
い
る
校
区
に
は
、
今
回
の
補
助
金
の
ほ
か
、
人
的
な

面
で
も
支
援
を
し
て
い
き
た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

駅
南
市
街
地
再
整
備
事
業
は
、
多
治
見
市
が
始
ま
っ
て
以
来
の

大
事
業
で
あ
り
、
こ
の
完
成
と
多
治
見
の
顔
で
あ
る
多
治
見

駅
周
辺
の
生
ま
れ
変
わ
り
を
、
多
治
見
市
内
外
に
大
々
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
、
多
治
見
市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
き
な
趣

旨
で
あ
る
。
総
工
費
は
、
国
、
県
、
市
、
多
治
見
駅
南
地
区
市

街
地
再
開
発
組
合
の
自
己
資
金
の
合
計
で
約
１
９
９
億
円
で
あ

る
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

ほ
か
、
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
親
子
３
代
に
よ
る
渡
り
初

め
や
、
神
戸
峰
雄
先
生
の
銅
像
の
除
幕
式
を
多
治
見
駅
南
地
区

市
街
地
再
開
発
組
合
と
共
同
で
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

予
算
の
範
囲
内
で
精
査
し
な
が
ら
進
め
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

「
高
齢
者
の
相
談
業
務
に
お
い
て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
金
銭
的
な
問
題
や
家
族
関
係
の
問
題
な
ど
の
関
係
団
体

と
調
整
が
必
要
な
難
し
い
相
談
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
不
安
を

解
消
す
る
た
め
に
、
市
と
し
て
専
門
的
な
知
見
を
持
っ
た
処
遇

困
難
相
談
等
ケ
ー
ス
対
応
指
導
者
を
１
人
配
置
し
、
６
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
統
括
す
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

バ
ロ
ー
文
化
ホ
ー
ル
天
井
の
改
修
工
事
に
「
鴻
池
Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ｐ

工
法
」
を
選
定
し
た
理
由
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
多
く
の

工
法
か
ら
五
つ
を
選
定
し
、
国
土
交
通
省
の
告
示
の
基
準
を
基

に
比
較
検
討
を
行
っ
た
。
ホ
ー
ル
の
音
響
性
能
の
確
保
や
天
井

材
を
取
り
外
し
て
作
り
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、他
の
工
法
で
は
、

工
期
が
1
年
延
長
と
な
り
、
事
業
費
も
約
2.6
倍
か
か
る
と
試
算

し
た
。
そ
こ
で
、
安
価
で
工
期
が
短
く
、
こ
の
ホ
ー
ル
に
合
っ

た
工
法
を
考
え
て
選
定
し
た
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●
議
第
35
号　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

付託されたおもな議案
事件番号 付託された議案 審査結果

承第1号 専決処分の承認を求めるについて
（所管部分）

承認すべき
もの

議第1号 多治見市是正請求手続条例の一部
を改正するについて

原案可決

議第4号
多治見市会計年度任用職員の給与
及び費用弁償に関する条例の一部
を改正するについて

議第11号 令和３年度多治見市一般会計補正
予算（第10号）（所管部分）

議第20号 令和４年度多治見市一般会計予算
（所管部分）

議第22号 令和４年度多治見市土地取得事業
特別会計予算

付託されたおもな議案
事件番号 付託された議案 審査結果

議第10号 多治見市下水道条例の一部を改正
するについて

原案可決

議第11号 令和３年度多治見市一般会計補正
予算（第10号）（所管部分）

議第20号 令和４年度多治見市一般会計予算
（所管部分）

議第28号 令和４年度多治見市水道事業会計
予算

議第29号 令和４年度多治見市下水道事業会
計予算

付託されたおもな議案
事件番号 付託された議案 審査結果

承第１号 専決処分の承認を求めるについて
（所管部分）

承認すべき
もの

議第６号 多治見市国民健康保険条例の一部
を改正するについて

原案可決

議第11号 令和３年度多治見市一般会計補正
予算（第10号）（所管部分）

議第20号 令和４年度多治見市一般会計予算
（所管部分）

議第26号 令和４年度多治見市介護保険事業
特別会計予算

議第27号 令和４年度多治見市後期高齢者医
療特別会計予算

議第35号 工事請負契約の締結について
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